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は
じ
め
の
活
動

活動のねらい 活　動　の　内　容 指導・援助の留意点 資料等

中

　心

　的

　な

　活

　動

ま
と
め
の
活
動

・本時の活動のねらい

や活動内容について

理解する。

・働く目的には、生計

の維持や個性の伸長

社会への貢献などが

あり、これらがあい

まって生きがいにつ

ながっていることを

理解する。

・働くことの意義や目

的について理解を深

める。

◎１－４や、身近な人々の職業へのインタ
ビュー（資料編　）を振り返り「働いてみ
える理由」についての意見を交流する。

・お金を得るため。　・暮らしていくため

・家族を養うため。　・生きがいを求めて

・社会の一員として、自分の役割を果たす

ため。

◎仲間の話を聞いての自分の考えを交流する

・「生計の維持」「個性の伸

長」「社会への貢献」のど

の視点を誰がもっているの

か、生徒の考えを事前につ

かんでおく。

・「働く目的」についての生

徒自身の考えを明確にする

。

・自分や親の考えと比較させ

ながら聞かせる。

・取材してきた「働く上での

喜びや苦しさ」について、

追究編　をもとに発表する
・生計の維持、個性の伸長、

社会への貢献の３つに分け

てまとめて板書するとよい

・仲間と考えを交流させる。

・「毎日どんな思いで働いて

いるのか」を問い返すこと

で、被災地という特別な状

況だからと捉えさせないよ

うにする。

・働く目的は、人それぞれ違

うことやどの目的が高次と

いうわけではないこともお

さえる。（生きがいを職業

以外にもつ人も増えている

事実）

・個性の伸長や社会への貢献

が実感できる職業を選ぶこ

との大切さをおさえる。

・P.24

・１-４，
　追究編

・P.24

・P.25 

・説話など

◎働く目的について、家族や身近な人たち

に聞いてきたことを交流する。

＜生計の維持＞

・家族を養うため｡

・少しでもよい暮らしをするため｡

＜個性の伸長＞

・働くことが楽しく、やりがいを感じている

・自分の趣味や個性が発揮できる｡

＜社会への貢献＞

・人の役に立ちたいし、仕事に誇りをもっ

ている｡

・社会の一員として義務を果たすため｡

　

◎P.24　を読み、働く目的について考える
・自分に課した目標を達成するため。

・少しでも契約数を伸ばし、同僚や先輩に

認めてもらう。

◎本時の学習についてまとめ、発表する。

・P.25　に記入する。

課題：身近な人々の話や資料を参考に、何のために働くのか考えてみよう。
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 2−1
働くことの
　　目的と意義

1．題材設定の理由
　人の働く目的は、「収入を得て生活するため」と思っている生徒が多い。しかし、職業人としてどう生きるかは、

自分にとっても社会にとっても大きな問題である。

　 「身近な人々の職業」（１−４）では、働く目的として、特に生計の維持に（家族のために）努力する親の姿を

見た。

　ここでは、働く目的や意義を「生計の維持」だけでなく、「個性の伸長」「社会への貢献」の３つの側面から考え

させ、幅広い視野から自分の進路を検討していけるようにさせたい。

2．指導のねらい
　働くことの意義と目的について考え、働くことの価値を理解させることができる。

3．指導計画（全１時間） 

＜説話例＞
 Ｔくんのお父さんは、浄化センターに勤めてみえます。

家庭などからの排水を浄化（きれいに）して、河川に返

す仕事です。汚い水がたくさん流れてきて臭いがひどい

こともあったり、排水の量やその汚れ具合を見て、機械

をいつも調整しなくてはならないため、つらいなあと思

うこともあるそうです。しかし、汚い水がきれいになっ

たとき、本当に働いた喜びを感じるそうです。今、新し

い機械を設置しているところで、「これでもっと多くの水

をきれいにできる」と喜んでいるそうです。「自分たち人

間が、汚くて臭い水を出したんだ。誰かがきれいにしな

くてはみんなが困る。みんなのためになる仕事だ。」と、

お父さんは誇りをもっているそうです。　

　Ｔくんは、「なぜ川の水は汚れるのか。どうしたらきれ

いになるのか」ということについて追究しています。追

究に役立てようと、夏休みにお父さんの職場を訪問し、

仕事の一部を体験しました。Ｔくんは、「汚くて臭くてつ

らい仕事だけど、汚い水が目の前でどんどんきれいにな

っていくのを見て、やりがいがあると思った。それに、

川をきれいにしたいと空き缶を拾っていることは無駄じ

ゃないと分かった。機械を使うのも好きだし、お父さん

の仕事はぼくにあっているかもしれない。」と思ったそう

です。人の生活を支えているという誇りがもてたり、自

分の長所を発揮できるような職業は何だろうか。探して

みたいですね。

 事 前  
・学校で；働く目的についての考えを聞く。
・家庭で；P.24　に働く目的についてまとめさせ、 目を通して把握して
おく。（１−４，資料編　をもとにしながら、まとめるよう指示する） 

 本 時
・仲間と語り合ったり、資料を読むことを通して、働く目的の３つの側
　面（生計の維持・個性の伸長・社会への貢献）について理解する。

 事 後 ・ノートによる個別指導をする。
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